


保

育
所

体
験

学
習

佐井中学校三年生か、家庭

科の授業の一環として佐井村

保育所を訪れ保育の体験学習

をしました。

初めはお互いに恥ずかしそ

引こしていましたが、おゆう

ぎやお手玉、かるたなどをす

るうちに打ち解けすっかり意

気投合していました。

生徒たちは、帰りのバスに

乗り込むと別れを惜しみ、い

つまでも手を振っていまし

たＯ

みんなでおゆうぎしているよ

おねえちやんにだつこ



わいどの広場

ス キ ー 大 会

二
月
十
三
日
、
晴
天
に
恵

ま
れ
た
川
内
町
於
法
岳
ス

キ
ー
場
で
、
牛
滝
地
区
の
子

ど
も
会
、
小
中
学
校
、
保
育

所
合
同
の
第
七
回
ス
キ
ー
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ゲ
レ
ン
デ
を
滑
る
子
供
た

ち
、
そ
の
隣
り
で
ソ
リ
遊
び

で
雪
王
に
な
っ
て
い
る
保
育

園
児
、
そ
れ
を
見
守
っ
て
い

る
父
母
の
方
々
。

中
で
も
圧
巻
な
の
は
、
大

鍋
で
煮
炊
き
す
る
豚
汁
の
味

は
格
別
で
し
た
。

今
回
は
、
九
十
名
と
い
う

大
人
数
で
、
お
も
い
っ
き
り

言
を
楽
し
ん
で
来
ま
し
た
。

文 化 財 防 火 デ ー

一
月
二
十
六
日
、
県
指
定

重
要
文
化
財
「
十
一
面
観
音

漾
」
が
安
置
さ
れ
て
い
る
長

福
寺
で
防
火
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

文
化
財
防
火
デ
ー
は
、
昭

和
一
一
十
四
年
に
法
隆
寺
金

堂
、
一
千
五
年
に
金
閣
寺
が

焼
失
し
た
こ
と
か
ら
同
三
十

年
、
貴
重
な
文
化
財
を
火
災

か
ら
守
ろ
う
と
制
定
さ
れ
ま

し
た
。
佐
井
消
防
分
署
や
村
消
防

団
員
ら
四
十
名
が
参
加
し
、

位
牌
堂
か
ら
出
火
し
本
堂
へ

の
延
焼
が
心
配
さ
れ
る
と
の

想
定
で
、
通
報
か
ら
消
火
ま

で
本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

ゲ ー ト ボ ー ル 大 会

五
回

目
を
迎
え

た
青
年
赤

十
字

奉
仕
団
と
老
人

ク
ラ

ブ

連
合
会

の
室
内
交
流

ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会

が
一
一
月
二
十
日

ア
ル

ザ
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

毎
年

恒
例
と
な
っ
た
こ

の

大

会
は
、
冬

場
の
健
康

づ
く

り

と
高
齢
者
と
青
年
と
の
交

流

が

目

的

で

あ

り
、

冬

の

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
な

い

中
で
、
み
ん
な

が
楽
し
み

に

し

て

い
る
大
会
に
な

っ
て

い

ま
す
。
大
会
の
結
果
は
次

の

と
お
り

で
す
。

優

勝

川
目

ア
ス
ナ
ロ

準
優
勝

福
浦
ぬ
い
ど
う

第
三

位

青
年

奉
仕
団
Ａ

子ども会郷土芸能発表会

む
つ
下
北
地
区
子
ど
も
会

育
成
連
合
会
は
、
二
月
一
日

下
北
文
化
会
館
で
子
ど
も
会

郷
土
芸
能
発
表
会
を
開
き
ま

し
た
。
同
発
表
会
は
、
郷
土
芸
能

の
伝
承
に
努
め
て
い
る
子
供

た
ち
の
晴
れ
の
場
と
し
て
毎

年
開
か
れ
て
お
り
、
今
年
で

十
三
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

佐
井
村
か
ら
は
、
潮
風
・

青
空
・
あ
す
な
ろ
子
ど
も
会

が
合
同
で
祭
り
ば
や
し
を
披

露
、
会
場
を
埋
め
た
観
衆
か

ら
さ
か
ん
に
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。



保健碌瓜ｊｔリ

看護教室に

参加しよう

尤

堊

屶

畜

佐

昜

［
］
｀

？
看
護
教
室
に
参
加
し
よ
う
？

我
が
国
は
、
平
均
寿
命
八
〇
年

と
い
う
世
界
一
の
長
寿
国
と
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
二
十
一
世
紀
に

は
、
四
人
に
一
人
が
六
十
五
歳
以

上
と
い
う
超
高
齢
社
会
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

で
は
、
佐
井
村
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
平
成
十
年
一
月
三
十
一
日

現
在
で
、
全
人
口
に
占
め
る
六
十

五
歳
以
上
の
人
の
割
合
は
二
十
五

パ
ー
セ
ン
ト
、
四
人
に
一
人
が
六

十
五
歳
以
上
と
い
う
超
高
齢
社
会

を
す
で
に
迎
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
多
く
の
大

が
抱
え
て

い
る
不
安

の
一
つ
に

『
寝
た
き
り
』
が
あ
り
ま
す
。
当

村
の
在
宅
寝
た
き
り
者
の
数
は
、

表１

年度別寝たきり者数の状況

（毎年４月１囗現在の在宅寝たきり者数）

年
度
に
よ
り
増
減
は
あ
る
も

の

の
、
数
年
来
横
ば
い
状
態
で
推
移

し
て
い
ま
す
。
（
表
土

寝
た
き

り
は
、
本
人
の
生
活
の
質
を
著
し

く
損
な
う
ば
か
り
で
は
な
く
、
家

族
に
と
っ
て
も
多
大
な
負
担
を
負

う
こ
と
に
な
る
た
め
、
そ
の
対
策

が
急
が
れ
て
い
ま
す
。
老
人
人
口

割
合
が
急
速
に
進
む
と
予
想
さ
れ

る
当
村
の
老
人
保
健
福
祉
計
画
の

中
で
も
、
在
宅
ヶ
ア
の
充
実
の
た

め
の
対
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。村
で
は
、
昭
和
四
十
八
年
「
お

母

さ
ん
の
た
め
の
救

急
看
護
教

室
」
を
牛
滝
地
区
か
ら
開
催
し
、

以
後
「
家
庭
看
護
教
室
」
を
各
地

区
で
行
っ
て
い
ま
す
。
教
室
は
一

般
婦
人
を
対
象
に
、
看
護
や
介
護

の
心
と
技
術
を
身
に
付
け
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
十
二
月
の
長
後
地
区
を

皮
切
り
に
、
二
月
・
三
月
に
か
け

て
各
地
区
で
の
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
看
護
教
室
は
、
六
十
五

歳
以
上
の
人
を
対
象
に
健
康
相
談

や
健
康
講
話
を
行
い
、
食
生
活
改

善
推
進
員
と
一
般
婦
人
の
方
が
食

生
活
講
習
会
で
学
習
し
調
理
し
た

料
理
を
一
緒
に
試
食
す
る
「
ふ
れ

あ
い
交
流
会
」
と
圜
日
開
催
し
て

い
ま
す
。こ
こ
二

∴
二
年
前
か
ら
、

地
区
に
よ
っ
て
は
六
十
五
歳
以
上

の
男
性
の
方
も
一
緒
に
看
護
教
室

を
受
講
し
て
い
ま
す
。

看
護
教
室
で
は
、
寝
た
き
り
に

な
っ
た
方
へ
の
食
事
や
着
替
え
、

排
泄
等
の
仕
方
や
ペ
ッ
ト
か
ら
の

起
こ
し
方
、
関
節
が
硬
く
な
る
の

を
防
ぐ
た
め
の
腕
や
足
、
肩
等
の

運
動
の
仕
方
、
寝
た
き
り
に
さ
せ

な
い
た
め
の
家
族
や
地
域
社
会
の

あ
り
方
、
福
祉
・
保
健
の
サ
ー
ビ

ス
や
制
度
に
つ
い
て
等
を
実
技
や

講
話
、
ビ
デ
オ
で
学
習
し
ま
す
。

看
護
教
室
の
内
容
は
、
地
区
の
保

健
協
力
員
の
方
と
相
談
し
な
が
ら

決
め
て
い
ま
す
か
ら
、
取
り
あ
げ

て
ほ
し

い
も
の
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
保
健
協
力
員
の
方
や
保
健
婦

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

リ
（

ビ
リ
に
な
る
こ
と
は
、
ど
ん
ど
ん
や
り
ま
し
よ
う
。

寝
た
き
り
ゼ
囗
へ
の
十
ヶ
条

●原因や誘因の発生予防

～ 之 脳卒中と骨折予防
弟
１
沛こ 寝たきりゼロヘの第一歩

●作られた寝たきりの防止

～ 之 寝たきりは 寝かせきりから 作られる彁５２
沛こ 過度の安静 逆効果

●早期Ｕハビリテーシヨンの重要性

～ ぷこ リハビリは 早期開始が 効果的＾ ３ ＾
始めよう ベッドの上から訓練を

●生活リハビリテーションの重要性

～
ご攵． くらしの中での リハビリは牙３４ 冫に

食事と排乱 着替えから

●寝・食分離をはじめ、生活のメリハリの必要性

～ 女 朝おきて 先ずは着替えて 身だしなみ
彁ミ５５ ントこ 寝

・食分けて 生活にメリとハリ
●主体制・自立性の尊重

～ ｊ攵 「手は出しすぎず 目は離さず」が介護の基本
伺弓
Ｂ
冫忙 自立の気持ちを大切に

●機器の積極的活用

～ ぷこ ベッドから 移ろう 移そう 車椅子
汗５フ ォこ 行動広

げる 機器の活用

●住環境の整備促進

～ ｊ攵 手すりつけ 段差をなくし 住みやすく
牙３Ｂ 冫ｔぐ アイ

デア生かした 住まいの改善
●社会参加の重要性

～ 之 家庭圉 でも社会巾 でも よろこび見つけ第 ９

沛こ みんなで防ごう 閉じこもり

●地域の保健・福祉サービスの積極的利用

← 女 ． 進んで利用 機能訓練 デイサービス
弔 １０沛こ 寝たきり

なくす 人の和 地域の輪



つ

く

り

育

て

る
漁
業

を

め

ざ
し

’て

今
冬
の
マ
ダ
ラ
漁
は
、
昨
年
同

期
の
水
揚
量
を
上
回
っ
た
も
の
の

魚
価
の
低
迷
に
よ
り
不
調
に
推
移

し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
数
年

後
の
マ
ダ
ラ
回
帰
を
願
い
、
今
年

も
一
月
四
日
か
ら
マ
ダ
ラ
の
採
卵

フ
化
、
中
間
育
成
事
業
が
佐
井
村

漁
協
種
苗
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

フ
化
し
た
マ
ダ
ラ
の
稚
魚
は
、

約
一
ヶ
月
で
五
ミ
リ
程
度
に
成
長

仁
兀
気
に
水
槽
の
中
を
泳
ぎ
回
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
何
百
万
尾
の
稚
魚
の
中
か

ら
病
気
や
共
食
い
な
ご
で
淘
汰
さ

れ
ま
す
が
、
六
月
ま
で
七
十
ミ
リ

前
後
ま
で
成
長
さ
せ
一
尾
で
も
多

く
放
流
で
き
る
よ
う
に
心
掛
け
、

今
年
は
三
万
尾
の
放
流
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

今
年
の
マ
ダ
ラ
漁
で
は
、
既
に

ヒ
レ
を
カ
ッ
ト
し
た
マ
ダ
ラ
の
成

魚
が
二
〇
尾
確
認
さ
れ
て
い
ま
す

が
三
キ
ロ
に
満
た
な
い
小
型
が
多

い
よ
う
で
す
。

マ
ダ
ラ
に
つ
い
て
は
こ
の
他

に
、
県
で
は
陸
奥
湾
内
に
産
卵
す

る
マ
ダ
ラ
の
た
め
に
北
海
道
と
の

県
境
に
産
卵
親
魚
の
保
護
礁
と
県

沿
岸
に
幼
稚
魚
の
育
成
礁
を
設
置

す
る
マ
ダ
ラ
ロ
ー
ド
計
画
を
進
め

て
い
ま
す
し
、
県
水
産
増
殖
セ
ン

タ
ー
で
も
中
間
育
成
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
組
み
が
成
功

し
、
冬
の
漁
場
が
マ
ダ
ラ
で
賑
わ

う
よ
う
に
願
う
ば
か
り
で
す
。

県
水
産
増
殖
セ
ン
タ
ー
で
は
、

腹
ビ
レ
の
な
い
マ
ダ
ラ
の
情
報
提

供
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
の
で
、

漁
獲
さ
れ
た
方
は
漁
協
等
へ
連
絡

下
さ
い
。

～
マ
ダ
う
の
採
卵
フ
化

か
ら
放
流
ま
で
？

レ
佐
井
村
漁
協
種
苗
セ
ン
タ
ー

「
森
と
海
づ
く
り
講
演
会
」

開
催
の

お
知
ら
せ

ぜ
ひ
参
加
を
Ｉ
・

豊
か
な
資
源
を
育
む
海
と
環
境

を
守
る
た
め
、
「
森
と
海
」
と
の

深
い
つ
な
が
り
を
考
え
、
漁
業
者

自
ら
加
山
に
木
を
植
え
る
な
ど
、

全
国
で
「
漁
民
の
森
」
づ
く
り
運

動
が
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

沿
岸
で
生
き
る
漁
業
者
に
と
っ

て
、
こ
の
「
海
と
川
と
森
」
の
関

係
は
、古
く
て
新
し
い
問
題
で
す
。

当
村
で
も
昨
年
の
六
月
六
日
、

古
佐
井
山
に
漁
師
の
手
で
ブ
ナ
の

苗
木
一
九
〇
〇
本
を
植
樹
し
ま
し

た
。海

の
生
物
の
エ
サ
と
な
る
水
中

の
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は
、
上
流

域
に
豊
か
な
森
林
の
あ
る
河
川
の

河
口
周
辺
海
域
に
豊
富
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
し
、
魚
介
類
の
生
育

に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
こ
と
が

科
学
的
に
も
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

「
と
に
か
く
自
分
か
ち
の
漁
業

を
何
と

か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ご合
言
葉
は
、

「
木
を
樓

兄ゝ
よ
つゝ
ご

で
、
左
記
の
講
演
会
を
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

記

・
日
時

平
成
十
月
三
月
九
日

十
四
時
～

・
場
所

ア
ル
ザ
ス
し
お
さ
い
ホ
ー
ル

・
講
師

柳

沼

武

彦

氏

・
内
容

森
と
川
と
海
の
関
係

「
木
を
植
え
て
魚
を
殖
や
す
」

・
配
車
時
間

牛
滝
セ
ン
タ
ー
前
十
二
時
五
〇
分

福
浦
セ
ン
タ
ー
前
十
三
時
十
五
分

長
後

バ
ス
待
合
室
前

十
三
時
二
五
分

磯
谷
セ
ン
タ
ー
前
十
三
時
三
五
分

矢
越
消
防
屯
所
前
十
三
時
四
〇
分

原
田
セ
ン
タ
ー
前
十
三
時
四
〇
分

川
目
セ
ン
タ
ー十
三
時
四
〇
分

ぜ
ひ
、
参
加
し
て
下
さ
い
。

平成９年度ブナ苗木植樹



交毋だより

佐 井 村

交通安全母の会

二
月
八
日
ア
ル
ザ
ス
し
お
さ
い

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
「
交
通
安
全

は
家
庭
か
ら
」
「
ひ
か
っ
て
る
君

の
マ
ナ
ー
と
反
射
材
」
を
サ
ブ
タ

イ
ト
ル
に
、
『
平
成
十
年
度
佐
井

村
交
通
安
全
母
の
会
定
時
総
会
』

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

み
ぞ
れ
ま
じ
り
の
悪
天
候
の
な

か
村
長
け
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
来

賓
、
会
員
の
方
々
の
出
席
の
も
と
、

交
通
事
故
犠
牲
者
に
対
す
る
追
悼

の
黙
祷
で
は
じ
ま
り
、
一
年
間
の

思
い
を
こ
め
て
の
会
長
の
あ
い
さ

つ
来
賓
の
祝
辞
と
続
き
、
平
成
九

年
度
の
事
業
報
告
や
、
同
十
年
度

の
事
業
計
画
案
を
協
議
し
ま
し
た
。

平
成
十
年
度
の
基
本
姿
勢
で
は

「
交
通
事
故
の
な
い
明
る
い
む
ら

づ
く
り
」
を
推
進
し
、
家
族
ぐ
る

み
で
交
通
安
全
運
動
に
参
加
す
る

こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

二

子
供
と
老
人
の
事
故
防
止

匸

新
入
学
児
童
に
対
す
る
下
校

時
の
安
全
確
保
並
び
に
歩
行

指
導

二

家
庭
の
中
か
ら
の
飲
酒
・
暴

走
運
転
の
防
止

コ

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
反
射
材
の

着
用
推
進

匸

歩
行
者
の
マ
ナ
ー
に
対
す
る

愛
の
一
声
運
動

の
五
つ
を
重
点
目
標
と
し
て
取
り

上
げ
ま
し
た
。

交
通
事
故
は
他
人
事
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
私
た
ち
一
人
一
人
が
交

通
安
全
に
対
す
る
認
識
を
深
め
、

自
覚
あ
る
行
動
を
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

交
通
事
故
の
な
い
、
明
る
く
、

住
み
よ
い
忖
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
を
基

本
と
し
活
動
し
て
行
き
ま
す
。
最

後
に
力
強
い
大
会
宣
言
を
し
て
閉

会
し
ま
し
た
。

レ

あ
い
さ
つ
す
る
東
出
会
長

牛滝地区に

交鮟 全
の
立て看板醴

牛滝地区で、飛び出し

が予想される公園や、一

時停止してほしい所を重

点的に、手作りの立て看

板十二枚を設置しました。

牛滝保育所で、散歩の

際に先生方が看板ひとつ

ひとつの説明をし、子供

たちが事故に遭わないよ

う指導しました。

看板は、色使いや絵が

大きく見やすいと好評を

得ました。

夜も光って見えるよう

にすればよかったのでは

と思いましたが、交通マ

ナユを守り、事故のない

明るい地域づくりに役立

ててもらいたいと思いま

した。

交通安全教室開催

一
月
十
八
日
原
田
地
区

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
で
、

交
通
安
全
教
室
を
開
催
し

ま
し
た
。
安
全
教
室
に
は
、

原
田
地
区
の
小
中
学
校
の

児
童
生
徒
の
み
な
さ
ん
、

父
兄
の
方
々
が
出
席
し
ま

し
た
。
交
通
事
故
の
怖
さ
や
、

交
通
安
全
の
大
切
さ
を
認

識
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

ビ
デ
オ
を
見
た
り
、
ま
た
、

野
宮
部
長
や
母
の
会
か
ら

○
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の大
切
さ

○
反
射
材
の
効
果
と便
利
さ

に
つ

い
て

の
お
話

が

あ

り
、
み
ん
な
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
教
室
に
つ
い

て
、
生
徒
さ
ん
か
ら
の
感

想
文
を
い
く
つ
か
紹
介
し

ま
す
。

※
感

想

文
中
学
一
年

佐
藤

真
彦

ぼ
く
は
、
ビ

デ
オ
を
み
て
わ

か
っ
た
こ
と
は
、
と
び
出
し
が
と

て
も
あ
ぶ
な
い
こ
と
で
す
。
も
し

小
さ
い
子
が
と
び
出
し
を
し
て
い

た
ら
、
あ
ぶ
な
い
と
教
え
て
あ
げ

た
い
で
す
。
ぼ
く
も
と
び
出
し
に

は
十
分
気
を
つ
け
た
い
と
思
い
ま

す
。

中
学
一
年

佐
藤

俊
彦

ぼ
く
は
、
交
通
安
全
教
室
で
い

ろ

い
ろ
な
こ
と
を
勉
強
し
ま
し

た
。
ぼ
く
の
お
姉
さ
ん
は
運
転
が

初
め
て
な
の
で
気
を
付
け
て
ほ
し

い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
ぼ
く
も
、

あ
ぶ
な
い
人
が
い
た
ら
注
意
を
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、

ぼ
く
達
も
あ
ぶ
な
く
な
い
よ
う
に

遊
び
た
い
で
す
。

※
標
語
紹
介

気
を
つ
け
て

き
み
に
車
が

せ
ま
っ
て
る

逓
ぶ
な
ら

道
路
じ
ゃ
な
く
て

グ
ラ
ン
ド
で

他
に
も
た
く
さ
ん
の
感
想
文
や
標

語
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



駐
在
所
だ
よ
り

ＴＥＬ３８－２２１８

鵁 ルールを守りましょう

交通安全はみんなの願いです
Ｏ

正しく交通ルールを守って交通事故を起さ

ない交通事故にあわないようにしましょう
Ｏ

信号をよく見て横断歩道をわたりましょう。

車両の直前直後の横断はやめましょう
Ｏ

なるべく歩道を歩くようにしましょう
Ｏ

夜間の外出はできるだけ明るい色の服を着用しよう
０

自分の身を守るシートベルトの着用を習慣づけましょう
Ｏ

運転中の携帯電話の使用はやめましょう。

飲酒運転は絶対やめましょう
Ｏ

悩
み
事
等
ヤ
ン
グ
テ
レ

ホ
ン

ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
は
学
校
問
題

や
友
達
問
題
な
ど
に
つ
い
て
悩
ん

で
い
る
子
供
や
、
子
供
の
非
行
問

題
や
し
つ
け
に
つ
い
て
悩
ん
で
い

る
保
護
者
か
ら
、
電
話
で
相
談
を

受
け
て
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

た
り
、
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
関

係
者
の
方
々
と
連
携
を
取
っ
て
問

題
解
決
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

利
用
状
況
を
見
る
と
、
相
談
者

別
で
は
「
保
護
者
」
か
ら
か
最
も

多
く
、
「
高
校
生
」
、
「
中
学
生
」

の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
相
談
関
係
で
は
、
「
交

友
関
係
に
関
す
る
相
談
」
が
最
も

多
く
、
最
近
は
「
い
じ
め
問
題
に

関
す
る
相
談
」
も
多
く
寄
せ
ら
れ

早
急
の
問
題
の
解
決
に
当
た
っ
て

い
ま
す
。

い
じ
め
な
ど
少
年
の
悩
み
や
困

り
事
は
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
気
軽

に
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

公
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

Ｏ
↑
⊥
２
０
（
５
８
）
７
８
６
７

本

職

雑

感

最
近
、
ナ
イ
フ
を
凶
器
に
し
た

少
年
の
非
行
事
件
が
全
国
的
に
深

刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

銃
刀
法
第
二
二
条
は
、
何
人
も

業
務
そ
の
他
正
当
な
理
由
な
く
し

て
刃
渡
り
六
セ
ン
チ
を
越
え

る
刃

物
の
携
帯
を
禁
止
し
て
お
り
、
み

だ
り
に
ナ
イ
フ
な
ど
刃
物
を
持
ち

歩
く
こ
と
は
犯
罪
と
な
る
ほ
か
、
｀

犯
罪
を
助
長
し
か
ね
な
い
危
険
な

行
為
と
し
て
、
取
り
締
ま
り
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

「
非
行
防
止
は
家
庭
か
ら
」
と

い
う
よ
う
に
ま
ず
第
一
は
保
護
者

の
し
つ
け
が
肝
要
と
思
い
ま
す
。

駐

在

所

連

絡

協

議
会

委

員

紹
介

古

佐
井

地
区

能

登

昭

造

古

佐
井

地
区

蒔
田

正

利

古

佐

井

地
区

渋

田

昌

平

大

佐
井

地
区

島

野

芳

弘

大

佐
井

地
区

瀬
原

達

雄

大

佐
井

地
区

小

笠

原

忠

雄

原

田

地

区

加

藤

秀

夫

川

目

地

区

上

山

正

矢

越

地

区

川
畑

清

江

磯

谷

地

区

東

出

幸

夫

長

後

地

区

大

石

光

明

福

浦

地

区

内

藤

久
志

牛

滝

地

区

中
西

正

役

場

総

務

課

奥

本

好

勝

役
場
住
民
福
祉
課

辻

巾
ご
義

防
犯

指

導

隊

中

村

立
二

少
年
補
導
協
力
員

千

葉

英

雄

交

通
指

導

隊

東

出

大

漁
業
協
同
組
合

新

田

常

雄

老
人
ク
連
合
会

藤

田

重

良

吸
地
域

住
民

等
と

駐

在

所

の

パ
イ

プ

役

で
す

。
宜

し

く

お
願

い
し

ま

す

。

事
故

’（

二

月

十

日

現

在

）

曳
一
月
三
十
日
、
中
磯
谷
の
国
道

三
三
八
号
線
上
で
普
通
乗
用
車

と
普
通
ダ
ン
プ
と
の
接
触
事
故

発
生
。
ヶ
が
な
し
。



お知らせ

コーナー

国

民

健

康

保

険

証

更

新

国
民
健
康
保
険
証
（
一
般
・
退

職
者
医
療
）
の
更
新
を
次
の
日
程

で
行
い
ま
す
か
ら
、
旧
保
険
証
と

印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
お
出
で
く

だ
さ
い
。

⑨
保
険
証
（
大
学
・
高
等
学
枚
な

ど
の
修
学
中
の
学
生
に
交
付
）

③
保
険
証
（
出
稼
者
や
長
期
旅
行

者
な
ど
に
交
付
）
も
新
し
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
四
月
か
ら
大
学
・
高
等

学
校
な
ど
に
入
学
す
る
人
は
、
合

格
通
知
書
か
在
学
証
明
書
ま
た

は
、
こ
れ
に
凖
ず
る
も
の
と
印
鑑

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
保
険
証
の
交
付
及
び
再
交
付
を

代
理
人
仁
頼
む
場
合
、
次
の
こ
と

に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
代
理
人
は
、
依
頼
人
の
旧
保
険

証
と
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
○
出
稼
に
使
用
す
る
場
合
は
、
本

人
・
代
理
人
ど
ち
ら
で
も
出
稼
す

る
本
人
の
出
稼
先
の
会
社
名
・
住

所
及
び
印
鑑
が
必
要
で
す
。

※
都
合
に
よ
り
当
日
更
新
で
き
な

い
方
は
、
役
場
住
民
福
祉
課
保
健

衛
生
係
ま
で
お
出
で
く
だ
さ
い
。

国

保

税

の

滞

納

世

帯

一

短
期
保
険
証
交
付
・

万
一
の
病
気
や
け
が
の
と
き
に

経
済
的
に
心
配
な
く
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
日
頃
か
ら
収
入
に
応

じ
て
お
金
を
出
し
合
い
、
お
互
い

の
生
活
上
の
困
難
を
助
け
合
お
う

と
い
う
目
的
か
ら
生
ま
れ
た
「
健

康
保
険
ブ

こ
の
制
度
を
正
し
く

推
進
す
る
た
め
、
本
年
か
ら
保
険

証
更
新
時
に
国
保
税
が
未
納
と

な
っ
て
い
る
滞
納
世
帯
に
対
し
、

期
隕
っ
き
の
短
期
保
険
証
（
三
ヶ

月
ご
と
に
更
新
す
る
保
険
証
）
を

交
付
し
ま
す
か
ら
、
国
保
加
入
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
滞
納
し
て
い
る
国
保
税

に
つ
い
て
は
、
分
割
に
よ
る
納
付

方
法
も
あ
り
ま
す
か
ら
財
政
課
税

務
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
滞
納

し
て
い
た
国
保
税
の
納
付
割
合
が

一
定
の
要
件
に
達
し
九
時
、
あ
る

い
は
特
別
な
事
情
が
認
め
ら
れ
た

時
は
、
改
め
て
一
年
間
使
用
で
き

る
保
険
証
を
交
付
し
ま
す
。

‐
－

佐

井

村

臨

時

職

員

」
」す

口

匸

二

平
成
十
年
度
佐
井
村
臨
時
職
員

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
希

望
者
は
、
平
成
十
年
三
月
十
三
日

（
金
）
ま
で
、
履
歴
書
・
健
康
診

断
書
各
一
通
を
総
務
課
ま
で
提
出

し
て
下
さ
い
。記

匸

職
種
、
勤
務
先
及
び
募
集
人

員
○
一
般
事
務
（
役
場
）

一
名

○
保
母
業
務

ア
、
佐
井
村
保
育
所

二
名

イ
、
佐
井
村
へ
き
地
保
育
所

（
牛
滝
）

二
名

二
、
雇
用
条
件

○
一
般
事
務

昭
和
三
十
三
年

四
月
二
日
か
ら
昭
和
五
十
五

年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
で
、
高
等
学
校
卒
業
以

上
の
方

○
保
母
業
務

・
昭
和
二
十
八
年
四
月
二
日

か
ら
昭
和
五
十
五
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
、
高
等
学
校
卒
業
以
上

で
、
保
母
資
格
者
若
し
く

は
保
育
に
意
欲
的
な
方

・
佐
井
村
へ
き
地
保
育
所
の

場
合
は
通
勤
可
能
な
方

ご
二
、
雇
用
期
間

平
成
十
年
四
月
二
日
か
ら

平
成
十
年
九
月
三
十
日
ま
で

四
、
賃
金佐
井
村
臨
時
職
員
の
給
与

の
取
扱
要
綱
に
よ
り
ま
す

五
、
採
用
試
験
等

○
日
時
平
成
十
年
三
月
十
九
日
（
本
）

午
後
一
時
三
十
分

○
場
所

佐
井
村
役
場

二
階

第
二
委
員
会
室

○
試
験
科
目

作
文
・
面
接

六
、
問
い
合
わ
せ
先

佐
井
村
役
場

総
務
課

昔
⑩
り乙
↑
⊥
１
↑
よ

む

つ

総

合

病

院

お

願

い

当
院
で
は
、
自
家
用
自
動
車
を

利
用
し
て
の
來
院
が
年
々
増
加
し

て
お
り
、
駐
車
場
を
利
用
さ
れ
る

皆
様
に
は
大
変
ご
不
便
を
お
か
け

し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
況
以
上
の

駐
車
場
確
保
は
困
難
で
あ
り
ま
す

し
、
特
に
冬
期
間
は
除
雪
に
よ
る

堆
積
の
た
め
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が

狭
く
な
り
ま
す
。

ご
來
院
の
際
は
、
な
る
べ
く
定

期
路
線
バ
ス
等
の
公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



苗

木

の

申

し

込

み

受

付

中

下
北
地
方
森
林
組
合
で
は
、
平

成
十
年
度
春
造
林
用
苗
木
及
び
林

業
肥
料
等
の
申
し
込
み
を
受
け
て

い
ま
す
。
希
望
者
は
左
記
に
よ
り

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み
品
種

杉
、
赤
松
、
黒
松
、
カ
ラ
松
、
桐
、

林
業
肥
料
、
き
の
こ
種
駒
そ
の

他
林
業
資
材
一
切

○
申
し
込
み
場
所

原

田

古
佐
井

⊃

い

清
水

芳

宅

矢

｝
岩

長

後

磯

谷

横
浜

繁
雄

宅

福

浦

田
中

太
吉

宅

牛

滝

竹
内

英
輝

宅

○
申
し
込
み
締
切

平
成
十
年
三
月
三
十
一
日

○
配
布
予
定

平
成
十
年
五
月
上
旬
頃

○
問
い
合
わ
せ

下
北
地
方
森
林
組
合
北
通
支
所

昔
０
１
７
５
⑩
２
５
２
０

ス

ポ

ー

ツ

安

全

保

険

加
入
し
ま
せ
ん
か

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
傷
害

保
険
と
賠
償
責
任
保
険
お
よ
び
共

済
見
舞
金
を
組
み
合
わ
せ
た
総
合

補
償
制
度
で
、
グ
ル
し
フ
の
皆
様

や
指
導
者
の
方
々
が
安
心
し
て
活

動
で
き
る
よ
う
に
と
の
願
い
を
込

め
て
開
発
し
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ

活
動
だ
け
で
な
く
、
コ
ー
ラ
ス
、

料
理
教
室
な
ど
の
文
化
活
動
も
対

象
と
な
り
ま
す
。

万
一
の
事
故
に
備
え
て
ぜ
ひ
、

こ
の
保
険
へ
の
ご
加
入
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

○
保
険
期
間

平
成
十
年
四
月
一
日
～

平
成
十
一
年
三
月
三
十
一
日

○
掛
金
中
学
生
以
下
の
団
体

四
百
円

大
人
の
団
体

千
四
百
円

○
補
償
金

入
院

一
日
に
つ
き

四
千
円

通
院

一
日
に
つ
き
千
五
百
円

※
こ
の
他
、
老
人
ク
ラ
ブ
団
体
、

実
業
団
連
盟
の
加
入
も
扱
っ
て

い
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

（
財
）
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

青
森
県
支
部

昔

０
１
７
７
⑩
６
９
８
４

東

日

本

フ

ェ

リ

ー

運

休

－

大
間
・
函
館
を
結
ぶ
東
日
本

フ
ェ
リ
ー
『
ば
あ
ゆ
』
が
四
月
七

日
よ
り
四
月
十
七
日
ま
で
の
間
、

法
定
検
査
の
た
め
運
休
し
ま
す
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

東
日
本
フ
ェ
リ
ー
㈱
大
間
支
店

昔
⑩
３
１
１
１

国

民

年

金

保

険

料

納
め
ま
し
よ
う

ｊ

ｌ

・

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
は
、
自
分
の
将
来
の
年
金
を

確
保
す
る
だ
け
で
な
く
、
現
在
年

金
を
受
け
て
い
る
人
の
暮
し
を
支

え
て
い
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
国
民
年
金
が
、
世
代
と
世

代
の
助
け
合
い
の
制
度
だ
か
ら
で

す
。ま
た
、
県
や
市
町
村
で
は
、
国

民
年
金
保
険
料
の
積
立
金
か
ら
融

資
滂
受
け
、
病
院
設
備
や
簡
易
水

道
設
備
な
ど
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

保
険
料
が
納
め
ら
れ
て
い
な
い

場
合
、
万
一
の
事
故
や
病
気
で
障

害
者
に
な
っ
た
と
き
障
害
基
礎
年

金
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
老

後
に
老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

納
め
忘
れ
を
防
ぐ
に
は
、
口
座

振
替
を
利
用
し
た
り
、
お
住
ま
い

の
地
区
の
婦
人
会
や
納
税
組
合
な

ど
の
納
付
組
織
に
加
入
す
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

ま
た
、
経
済
的
な
理
由
な
と
が

ら
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
っ
て

保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

平
成
九
年
度
分
の
保
険
料
の
納

付
期
限
は
、四
月
末
日
ま
で
で
す
。

納

め
忘
れ
の
な

い
よ
う

に
し
ま

し
ょ
う
。

自

動

車

の

住

所

変

更

お

願

い

Ｉ－

自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
は
陸

運
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い
る
住
所

に
送
付
し
て
い
ま
す
。
自
動
車
を

お
持
ち
の
方
は
、
住
所
が
変
わ
っ

た
場
合
は
、
転
居
後
す
み
や
か
に

最
寄
り
の
陸
運
支
局
で
住
所
の

「
変
更
登
録
」
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。
こ
の
変
更
登
録
を
し
て
い
た
だ

く
と
、
納
税
通
知
書
も
変
更
後
の

住
所
に
送
付
で
き
ま
す
。

「
変
更
登
録
」
の
手
続
き
が
三

月
三
十
一
日
ま
で
に
で
き
な
い
場

合
は
、
四
月
六
日
ま
で
に
県
税
事

務
所
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

む
っ
市
中
央
一
丁
目
一
の
八

む
っ
県
税
事
務
所

納
税
課

昔
⑤
３
１
０
ｒＤ

訂

正

と

お

わ

び

二
月
号
広
報
の
行
政
懇
談
会

（
磯
谷
地
区
）
で
「
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
で
全
老
人
が
サ
ー
ビ
ス
を

受
け

る
こ
と
が
で
き
な

い
の

か
」
と
い
う
質
問
が
あ
り
ま
し

た
が
、
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
か
ら

外
れ
た
老
人
が
施
設
（
交
流
室
）

の
利
用
が
で
き
な
い
の
か
」
と

い
う
質
問
で
あ
り
、
誤
解
を
招

き
申
し
わ
け
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
訂
正
し
て
お
わ
び
申
し

上
げ
ま
す
。

住
民
福
祉
課



満１鑞おめでとうＸＩ
福

田

純

哉

お
や
八

（
忍
・
智
子
）
矢
越

福

田

成

美

ち
ゃ
八

（
忍
・
智
子
）
矢
越

岡

本

唯

ち
ゃ
八

二

隆
・
加
寿
子
）
大
佐
井

若

山

京

輔

ち
ド
ハ

（
秀
己
・
妙
子
）
古
佐
井

館

脇

早

紀

ち
ゃ
八

（
義
則
・
美
砂
子
）
大
佐
井

田

中

美

玖

ち
ゃ
八

（
正
喜
・
美
喜
子
）
福
浦

婦 人 の つ ど い 開 催 の ご 案 内

佐井村地域婦人団体連合会が結成されてから１０周年目

にあたり、婦人団体が一堂に集い芸能発表会を開催いた

します。

盛りだくさんのアトラクションで皆さんのご来場をお

待ちしています。

と き 平成１０年３月８日（日） 午前１０時 開 演

ところ 津軽海峡文化館 しおさいホール

戸籍の窓口
２月１５日現在

○おくやみ申し上げます

八 谷 辰 美（れ い） 大佐井

坂 井 き ぬ（吾 一） 牛 滝

横 浜 清（も ん） 饑 谷

糸個人のプライバシーを尊重する意味で、
掲載して欲しくない方は届出の際、係
に申し出てください。

佐井村の人口 １２月３１日現在

（前月比）

男 １，６４６ （

女 １，６６１

計 ３ ，３０７ （

世帯数 １，１０９ （－２厂
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